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１．計画敷地の都市計画及び建築（集団規定）条件 
敷地の都市計画及び建築（集団規定）条件については、以下となります。 

項目名称 内 容 

計画地 鶴ヶ島市鶴ヶ丘２７（鶴ヶ島文化会館敷地） 

区域区分 市街化区域 

地域区分  

 用途地域 第一種住居地域、第一種中高層住居専用地域 

 建ぺい率/容積率 いずれも 60／200 

 高さの制限 指定なし 

 防火地域・準防火地域 指定なし 

日影規制 （建築基準法第 56条の 2） 

 日影規制対象 地盤面からの建物高さが 10ｍを超える建物 

 日影規制時間 4 時間（5ｍ超 10ｍ以内の範囲）／2.5 時間（10ｍ超の範囲） 

 測定面高さ 平均地盤面から 4ｍ 

その他斜線制限  

 道路斜線制限 適用距離＿20ｍまで、勾配＿1.25 

 隣地斜線制限 立上り＿20ｍ、勾配＿1.25 （※高さが 20ｍを超える範囲） 

 北側斜線制限 なし 

   

 

 

 

 

 

 

用途地域図（拡大図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※備考＿建物高さ 10ｍは概ね３階建て、建物高さ 20ｍは概ね６階建て 

  

 

 

 

隣地斜線制限 
（建築物が隣地の境界

線から後退した場合） 

道路斜線制限 
（建築物が前面道路の境界

線から後退した場合） 

 

第一種住居地域 

（60/200） 

第一種中高層住居専用地域 

（60/200） 

工業地域 

（60/200） 
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２．策定経緯 
本計画の策定にあたり、地域住民や利用団体の意向・ニーズ等を把握するため、①地域説明

会、②地域及び関係団体アンケート、③地域住民ワークショップを実施しました。 

庁内においては、関係課からなる策定委員会を組織し、地域住民や利用団体の意向・ニーズ等

を踏まえ、地域におけるまちづくりの方向性や関連施策との整合・連携等に留意しながら、計画

の検討を進めてきました。 
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①地域説明会 

本施設の主な利用者となる地域住民や利用団体を対象に、計画検討の当初には、本計画の策定

主旨や位置付け、また計画素案を取りまとめた段階では、計画素案を報告するための地域説明会

を開催しました。 

開 催 開催日［参加者数］ 主な内容 

鶴ヶ島駅周辺地区 

まちづくり整備計画説明会 

令和 6年 1月 14 日 

【67 人】 

・鶴ヶ島駅周辺地区まちづくり整備計画

（案）の説明 

南市民センター 

移転説明会 

令和 6年 3月 10 日 

【153 人】 

・鶴ヶ島駅周辺地区まちづくり、南市民セ

ンター移転・整備、新施設の整備基本計

画策定の進め方についての説明 

南市民センター 

利用団体意見交換会 

令和 6年 5月 25 日 

【13 団体・14人】 

・南市民センター移転・整備に係る意見交

換 

鶴ヶ島文化会館 

利用団体説明会 

令和 6年 7月 12 日 

【3 団体・6人】 

・鶴ヶ島文化会館と南市民センターの統合

整備に係る意見交換 

(仮称)鶴ヶ島市地域交流施設

整備基本計画 市民説明会 

令和 6年 12 月 22 日 

【54 人】 

・(仮称)鶴ヶ島市地域交流施設整備基本計

画（案）の説明 

 

②地域及び関係団体アンケート調査 

南市民センターや鶴ヶ島文化会館の利用団体、市内の市民活動団体、地域の自治会長に対し

て、南市民センターの利用実態や期待すること等についてアンケート調査を行いました。 

種 別 実施時期［回答数］ 主な内容 

南市民センター 

利用団体アンケート 

令和 5年 12 月 

～令和 6年 2月 【66 団体】 

・団体の会員数、年代、活動頻度、利用時

間、利用諸室等について 

鶴ヶ島文化会館 

利用団体アンケート 

令和 5年 12 月 

～令和 6年 2月 【7団体】 

・団体の会員数、年代、活動頻度、利用時

間、利用諸室等について 

市内の市民活動 

団体アンケート 

令和 5年 12 月 

～令和 6年 2月 【19 団体】 

・団体の会員数、年代、利用センター、利用

目的、センターへの期待等について 

鶴二小学校区 

10 自治会アンケート 

令和 6年 4月 

～令和 6年 6月 【10 団体】 

・自治会運営の課題、南市民センター利用状

況、南市民センターへの期待等について 

 

③地域住民ワークショップ 

今後の地域交流施設（新たな市民センター）の在り方や整備の方向性、施設の利活用等につい

て、グループに分かれて協議を行いました。また、各回のワークショップの結果は、ニュースと

して取りまとめ、地域に配付・回覧を行い、情報の共有に努めました。 

回 数 実施日［参加人数］ 主な内容 

第１回 令和 6年 6月 16 日 

【27 人】 

・整備の基本条件、施設の基本機能や施設イメージについての

意見交換 

第２回 令和 6年 8月 25 日 

【24 人】 

・施設の基本レイアウト案（建物配置、諸室構成等）について

比較検討 

第３回 令和 6年 10 月 27 日 

【24 人】 

・基本計画 骨子案（整備方針、建物配置、諸室構成、外構、管

理方針等）について確認 
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３．地域及び関係団体アンケート調査の結果 
（１）南市民センター利用団体アンケート結果 

①調査概要 

１）調査対象 南市民センターを定期的に利用する 77 団体 

２）回答数 66 団体（回答率 86％） 

３）調査時期 令和５年 12 月～令和６年２月 

４）調査方式 調査票の直接配布・直接回収 

５）調査内容 １．会員数の規模 

２．１回の平均使用人数 

３．会員の年代（最も多い年代） 

４．活動の頻度 

５．１回の所要時間 

６．定期の利用時間 

７．利用している部屋 

【備 品】、【自由意見】 

 

［活動内容類型団体数］ 

活動内容類型 具体的な活動内容 

ア．踊り・ダンス系 

（17 団体） 

社交ダンス、リトミック、フォークダンス(2)、ダンス、民踊、 

体幹エクササイズ、タヒチアンダンス、スコティッシュダンス、太極拳、 

スクエアダンス、自彊術、ヨガ(3)、日本舞踊 

イ．歌唱系（7 団体） コーラス(2)、民謡、カラオケ、合唱(2)、シャンソン 

ウ．器楽系（11 団体） 和太鼓、吹奏楽、オーケストラ、ピアノ(2)、大正琴(3)、弦楽器、琴、 

ジャズバンド 

エ．語学系（6 団体） 英語スピーチ、英語(3)、日本語指導、子ども英会話 

オ．絵画・書・織物等

の製作系（11 団体） 

写真、絵画、絵手紙、油絵、書道、織物(2)、絵本製作、水彩画(2)、指人形 

カ．その他（14 団体） パソコン学習、囲碁(3)、エッセイを書き語り合う、交流会、茶道、 

健康麻雀、音訳活動、消費者問題、社会教育学習、消費者問題、 

利用者の交流、男女共同参画 

 

  

※( )は団体数 
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②調査結果 
１．会員数の規模 

・ 「10 人以下」の団体が約６割、「20 人以下」で約９割を占めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.１回の平均使用人数 

・ 「10 人以下」が約７割、「20 人以下」で 97％を占めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．会員の年代（最も多い年代） 

・ 「70 歳代」が約７割を占め、次いで「60 歳代」「80 歳代」がそれぞれ約１割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ～10人

41団体

62%

②11～20人

16団体

24%

③21～30人

5団体

8%

④31～50人

2団体

3%

⑤51人～

2団体

3%

① ～10人 ②11～20人 ③21～30人 ④31～50人 ⑤51人～

①10歳代

2団体

3%

④40歳代

1団体

2% ⑤50歳代

3団体

5%

⑥60歳代

6団体

9%

⑦70歳代

45団体

68%

⑧80歳代

5団体

8%

⑨その他

1団体

2%

⑩無回答

3団体

5%

①10歳代 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 ⑤50歳代

⑥60歳代 ⑦70歳代 ⑧80歳代 ⑨その他 ⑩無回答

① ～10人

48団体

73%

②11～20人

16団体

24%

③21～30人

1団体

2%

④31～50人

1団体

2%

① ～10人 ②11～20人 ③21～30人 ④31～50人 ⑤51人～
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４．活動の頻度 

・ 「週１回」が約４割、次いで「月２回」が３割、「月１回程度」が約１割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．1 回の所要時間 

・ 「２時間」が約５割を占め、次いで「３時間」「４時間以上」がそれぞれ約２割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．定期の利用時間 

・午前中と午後の早い時間帯が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①週2回以上

4団体

6%

②週1回

25団体

38%

③月2回程度

20団体

30%

④月1回程度

7団体

11%

⑤2～3か月に1回程度

2団体

3% ⑥その他

8団体

12%

①週2回以上 ②週1回 ③月2回程度 ④月1回程度 ⑤2～3か月に1回程度 ⑥その他

①1時間

3団体

5%

②2時間

35団体

53%

③3時間

16団体

24%

④4時間以上

12団体

18%

①1時間 ②2時間 ③3時間 ④4時間以上

10団体

27団体

24団体

10団体

22団体

25団体

21団体

12団体

4団体

3団体

5団体

6団体

2団体

2団体

9～11時

10～11時

11～12時

12～13時

13～14時

14～15時

15～16時

16～17時

17～18時

18～19時

19～20時

20～21時

21～22時

不定期

※複数回答

【午前】
61団体

【午後-早】
57団体

【午後-遅】
37団体

【夜間】
16団体
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７．利用している部屋 

・「視聴覚室」が最も多く 24％、次いで「集会室」「学習室」「実習室」「展示室」等となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【備 品】 

・ 「備品あり」が約４割、「備品なし」が約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自由意見】 

■南市民センターの良いところ 

●環境が良い（利用料金、職員、雰囲気） 

・職員が親切(19) 

・使用料が安い(4) 

・予約が取りやすい、希望通り取れる(4) 

・利用者の会がホールをきれいに飾ってくれている(3) 

・安全に使用できる(2) 

・常に人（職員・警備員・清掃員）がいる(2) 

・館内がきれい(2) 

・地域社会への貢献・自己啓発のできる公の場として機能している 

・利用者の会事務局としてよく相談に乗ってくれ、活動に協力的 

備品あり

27団体

41%

備品なし

39団体

59%

備品あり 備品なし

※（  ）は回答数 

17%

11団体
24%

16団体
15%

10団体
11%

7団体
14%

9団体
14%

9団体
3%

2団体
3%

2団体
3%

2団体
5%

3団体

集会室

視聴覚室

学習室

和室

実習室

展示室

団体活動室

ステージ

ロビー

無回答

集会室 視聴覚室 学習室 和室 実習室 展示室 団体活動室 ステージ ロビー 無回答

※複数回答
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・いつも気持ちよく利用できる 

・明るい     ・日差しが暖かい 

・ロビーの枝物がきれい   ・施設内は使いやすい 

・規制が厳しくない 

 

●具体的な設備（トイレ、ホール、駐車場 等） 

・トイレがきれい(5) 

・駐車場が広い(5) 

・ロビーがあり談笑できる(3) 

・ロビーの作品展示(3) 

・舞台のあるホールがある(2) 

・エレベーターがある(2) 

・駐車場が近い(2) 

・夜間も音が出せる広い部屋がある 

・展示室の照明が調節できる 

・ピアノのある部屋が２部屋ある 

 

●立地が便利である 

・駅から近い・交通の便が良い(6) 

・会員自宅から近い(6) 

・どんぐり公園に隣接しており休憩やトイレの利用に便利(3) 

・多数のサークルが楽しく活動できる素敵な場所(2) 

・つるワゴンルートにある 

 

●施設機能が良い 

・図書館が併設されている(5)  ・利用団体のロッカーがある(2) 

・部屋に洗い場がある(実習室）(2)  ・備品の保管場所がある(2) 

・エアコンが新しくなった(2)  ・印刷機が使える(2) 

・（集会室）広い、暖房がある、ライトが調節できる、ステージがある、移動式鏡がある、床

がツルツル、モップがある、椅子が頑丈、コンセントがある(2) 

・イーゼルが使える 

 

■新しい施設に望むこと 

●施設の質、しつらえについて（バリアフリー、防災、木製 等） 

・現状と変わらず活動しやすい構造の市民センター(4) 

・駐車場から建物まで土地がフラットであること（バリアフリー）(3) 

・ホールの床は木製が良い(2) 

・避難所として使用できるようにトイレ等を充実してほしい（2) 

・部屋を小さくせず、可動式間仕切りで色々な用途に対応できる方がよい。  
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●諸室について（図書館、調理室、和室、ホール、収納等） 

・調理室の設置(4) 

・大きいホール（西市民センター程度の広さがいい）(3) 

・集会室くらいの大きさの防音の部屋(3) 

・ピアノのある音響効果の良いホール(2) 

・現在の実習室と同じような設備を整えた部屋 

・部屋数が多く、広さも色々あるとよい 

・図書館     ・現在と同じ広さの和室を希望 

・正方形の部屋    ・和室に正式な茶席 

 

●設備について（エレベーター、机・いす、Wi-Fi、駐車場等） 

・駐車場を多く（広く）(13) 

・Wi-Fi 設備(3) 

・敷地が狭いので１階を全て駐車場にしたら良いのでは(2) 

・車の交通が多いので、安心・安全に利用できること(2) 

・軽い椅子(2) 

・器材の置ける収納スペース(2) 

・鏡のある体操ができる部屋を増やしてほしい(2) 

・ロビーの充実化(2) 

 

●設備について（エレベーター、机・いす、Wi-Fi、駐車場等） 

・地盤改良（土地が低く湿っていて自然災害が危惧される） 

・駐車場の入りやすさ 

・桜の木は切らないでほしい 

・(集会室について）大きい鏡、土足禁止、軽いドア、丈夫なステージ 

・実習室の机が重いのでなんとかしてほしい 

・照明、スポットライトの設備 

・壊れにくい空調設備 

・エレベーター 

・展示スペース 

・新しいピアノを希望 

・和式トイレを一つは作ってほしい 

・多目的トイレ 

・現在使用しているロッカーより大きいものを希望 

・喫茶 
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●その他（使用料、開催講座、利用方法、備品の貸出等） 

・常時同じ部屋を利用したい(2) 

・講座の開催、学習権の保証(2) 

・交通の便(2) 

・最後まで市民との話し合いのもと決める（行政の決めたとおりにならないように） 

・ピアノをサークル以外の個人や団体に貸してもらえるとありがたい 

・市外の方にも低料金での利用をお願いしたい 

・使用料を安く 

・移転・新設にかかわらず活動が途切れることなく使用したい 

・市民センターもレインボーのような扱いにしてほしい 
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（２）鶴ヶ島文化会館利用団体アンケート結果 

①調査概要 

１）調査対象 鶴ヶ島文化会館を定期的に利用する７団体 

２）回答数 ７団体 

３）調査時期 令和５年 12 月～令和６年２月 

４）調査方式 調査票の直接配布・直接回収 

５）調査内容 １．会員数の規模 

２．１回の平均使用人数 

３．会員の年代（最も多い年代） 

４．活動の頻度 

５．１回の所要時間 

６．定期の利用時間 

７．利用している部屋 

【備 品】、【自由意見】 
 

②調査結果 
１．会員数の規模 

・ 「10 人以下」の団体が３団体（約４割）、「51人～」が２団体となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１回の平均使用人数 

・ 「10 人以下」が４団体（約６割）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

①～10人

3団体

43%

②11～20人

1団体

14%

③21～30人

1団体

14%

④31～50人

0団体

0%

⑤51人～

2団体

29%

①～10人 ②11～20人 ③21～30人 ④31～50人 ⑤51人～

①～10人

4団体

57%

②11～20人

0団体

0%

③21～30人

2団体

29%

④31～50人

0団体

0%

⑤51人～

1団体

14%

①～10人 ②11～20人 ③21～30人 ④31～50人 ⑤51人～
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３．会員の年代（最も多い年代） 

・ 「70 歳代」が４団体（約６割）、次いで「50歳代」「60歳代」がそれぞれ２団体となっていま

す。「20歳代以下」は該当なしです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．活動の頻度 

・ 「週１回」が３団体（約４割）、次いで「月２回程度」が２団体となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．1 回の所要時間 

・ 「１時間」「２時間」「３時間」がそれぞれ２団体となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①週2回以上

1団体

14%

②週1回

3団体

43%

③月2回程度

2団体

29%

④月1回程度

1団体

14%

⑤2～3か月に1回程度

0団体

0%

①週2回以上 ②週1回 ③月2回程度 ④月1回程度 ⑤2～3か月に1回程度

①1時間

2団体

29%

②2時間

2団体

29%

③3時間

2団体

29%

④4時間以上

1団体

14%

①1時間 ②2時間 ③3時間 ④4時間以上

※複数回答

0団体

0%

0団体

0%

1団体

14%

1団体

14%

2団体

29%

2団体

29%

4団体

57%

0団体

0%

①10歳代

②20歳代

③30歳代

④40歳代

⑤50歳代

⑥60歳代

⑦70歳代

⑧80歳代

0 1 2 3 4 5
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６．定期の利用時間 

・ 【午前】４団体、【午後-早】７団体、【午後-遅】７団体、【夜間】４団体となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．利用している部屋 

・ 「講堂」が６団体（86％）、「会議室」が２団体（29％）となっており、他の諸室の利用はあ

りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【備品】 

・ 「備品あり」が３団体、「備品なし」が４団体となっています。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2団体

2団体

1団体

3団体

3団体

3団体

2団体

2団体

2団体

2団体

10～11時

11～12時

12～13時

13～14時

14～15時

15～16時

16～17時

17～18時

18～19時

19～20時

※複数回答

【午前】
4団体

【午後-早】
7団体

【午後-遅】
7団体

【夜間】
4団体

86%

6団体

29%

2団体

0 1 2 3 4 5 6 7

講堂

会議室

※複数回答

有

3団体

43%無

4団体

57%

有 無
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【自由意見】 

■鶴ヶ島文化会館の良いところ 

・広々としていて緑に囲まれ環境が良い 

・駐車場が広い（2） 

・床張り 

・自宅から近い 

・静か 

・庭園も含め飲食を行うことができる 

・24 時間の利用も可 

・調理室がある 

・予約が自治会優先で取りやすく手続きも簡単 

 

■鶴ヶ島文化会館の改善点 

・使用料金が高い 

・専従管理者の後継者が見つからない 

・修繕費用が年々増加 

 

■新施設に望むこと 

・地区住民が集いやすい施設に 

・運動できる部屋に鏡を 

・駐車場の確保 

・10～15 人程度が運動できる部屋を 

・防音室 

・土足でない床張り 

・鶴ヶ丘自治会や鶴二小学校区 10自治会が使用できる倉庫スペース 

・防災も含め炊き出しのできる調理室（水道・ガス設備があれば工作等多目的室でも可） 

・視聴覚室など防音設備の多い施設に 

・全館 Wi-Fi 使用可に 

・鶴ヶ島文化会館の創設協力者の名板等の保管・展示スペース 

 

 

 

 

 

  

※（   ）は回答数 
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（３）市内の市民活動団体アンケート結果 

①調査概要 

１）調査対象 市民活動団体 19 団体 

２）回答数 19 団体 

３）調査時期 令和５年 12 月～令和６年２月 

４）調査方式 調査票の直接配布・直接回収 

５）調査内容 １．会員数の規模 

２．会員の主な年齢層 

３．利用している市民センター 

４．市民センターの利用目的 

５．市民センターに期待するもの  【施設・設備】、【ソフト支援】 

６．意見・要望 
 

［活動内容類型団体数］ 

活動内容類型 具体的な活動内容 

ア．子育て・子ども支援 
（2 団体） 

特定非営利活動法人こっこの会、 
おはなしぴっころ 

イ．高齢者福祉（2 団体） 豊かな老後を考える会、輪をつなぐ会 

ウ．障害者福祉（3 団体） 鶴ヶ島市障害者支援ネットワーク協議会、 
鶴ヶ島市手話通訳問題研究部「折鶴会」昼の部、 

鶴ヶ島市手話通訳問題研究会「折鶴会」夜の部 

エ．その他の福祉、福祉全般

（6 団体） 

花咲くおとめ座、わかばの会、 
鶴ヶ島傾聴ボランティア「つる」、 
鶴ヶ島音訳ボランティアサークル「せせらぎ」、 
東市民センター利用者の会結桜、 
NPO 法人つるがしま里山サポートクラブ 

オ．環境保全（1 団体） つるがしま市民情報連絡会 

カ．国際友好（1 団体） NPO 法人鶴ヶ島国際友好ふれあい会 

キ．子ども野外教育（1 団体） ボーイスカウト鶴ヶ島第一団 

ク．文化・芸能等（3 団体） 劇団メルヘン、Pili Aloha、鶴ヶ島写楽会 
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②調査結果 
１．会員数の規模 

・ 「11～20 人」が６団体（32%）と最も多く、次いで「10人以下」の団体が５団体（26%）とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．会員の年齢層 

・ 「70 歳代」が 11 団体（約６割）と最も多く、次いで「60 歳代」が６団体（約３割）となっ

ています。「10歳代」の１団体はボーイスカウトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．利用している市民センター 

・ 「南市民センター」は４団体（約２割）であり、「富士見市民センター」が８団体（約４割）

と最も多く、次いで「東市民センター」が５団体（約３割）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ～10人

5団体

26%

②11～20人

6団体

32%
③21～30人

1団体

5%

④31～50人

2団体

11%

⑤51人～

4団体

21%

⑥無回答

1団体

5%

① ～10人 ②11～20人 ③21～30人 ④31～50人 ⑤51人～ ⑥無回答

※複数回答

5%

1団体

0%

団体

5%

1団体

5%

1団体

11%

2団体

32%

6団体

58%

11団体

0%

団体

0%

団体

①10歳代

②20歳代

③30歳代

④40歳代

⑤50歳代

⑥60歳代

⑦70歳代

⑧80歳代

⑨無回答

0 2 4 6 8 10 12

※複数回答

42%

8団体

26%

5団体

21%

4団体

5%

1団体

5%

1団体

5%

1団体

富士見市民センター

東市民センター

南市民センター

北市民センター

大橋市民センター

西市民センター

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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４．市民センター利用の目的 

・ 「会議スペース・打ち合わせの利用」が 16 団体（約８割）と最も多く、次いで「市民センタ

ー事業への参加」が 12団体（約６割）、「印刷機や紙折り機の使用」が９団体（約５割）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．市民センターに期待するもの 【施設・設備】 

・ 「会議・打ち合わせスペースの充実」が 14 団体（74%）と最も多く、次いで「備品貸し出し

の充実」が７団体（37％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※複数回答

84%

16団体

63%

12団体

47%

9団体

42%

8団体

37%

7団体

26%

5団体

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

会議スペース・打ち合わせの利用

市民センター事業への参加

印刷機や紙折り機の使用

備品の借用

市民活動に関する相談や情報の入手

団体情報のPR（チラシ・ポスターの掲示等）

※複数回答

74%

14団体

37%

7団体

32%

6団体

11%

2団体

16%

3団体

0 2 4 6 8 10 12 14 16

会議・打ち合わせスペースの充実

備品貸出の充実

資料作成機能（印刷機や紙折り機等）の充実

その他

特になし
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５．市民センターに期待するもの 【ソフト支援】 

・ 「協働による市民活動イベント・講座等の開催」が８団体（42％）と最も多く、次いで「セ

ンター主催の市民活動イベント・講座等の開催」と「市民活動団体向けの研修・講座の開

催」がそれぞれ７団体（37％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．意見・要望 

●施設の質、しつらえについて（バリアフリー、防災等） 

・高齢者や障害者等、弱者にやさしいユニバーサルな設備（２） 

・災害時福祉避難所としての機能、あり方 

・聴覚障害者に配慮した環境設備（パトランプ等の設置、モニターを使用した手話動画による

情報提供） 

・避難所としての役割を持つのであれば、アイドラゴン４（目で聴くテレビを見るための受信

機）の設置 

 

●設備・諸室について 

・フリーWi-Fi、電子黒板など ICT の充実（2）  ・エレベーターの設置 

・コンパクトな調理室があるとイベントを開くのに便利 

・アリーナのような、床板張の軽スポーツができる部屋が集会室とは別にできるとうれしい 

・公共施設の部屋数が不足していて思うように活動を行うことができないので、部屋数の確保

をお願いしたい 

 

●その他（利用方法、予約方法、その他機能等） 

・つるバス・つるワゴンについて（バス停の設置、施設の開館時間に合わせた運行）（２） 

・施設予約について、許可書の受け取りまでネットで完了したい 

・1 週間前からネット予約できないのが不便 

・住民票等行政サービス機能を備えてほしい 

・市民活動を行っている団体だけでなく、南市民センターの利用団体にも意見を聞いてほしい 

・現在利用しているサークルの方々への配慮 

・いつも打ち合わせ、活動のための場所提供をしていただき大変助かっております 

※複数回答

42%

8団体

37%

7団体

37%

7団体

26%

5団体

26%

5団体

21%

4団体

21%

4団体

11%

2団体

0%

団体

0%

団体

0 2 4 6 8 10

協働による市民活動イベント・講座等の開催

センター主催の市民活動イベント・講座等の

開催

市民活動団体向けの研修・講座の開催

市民活動に関する情報提供と情報発信

市民活動を行う組織や個人同士をつなぐ

コーディネート

市民活動を行う側と受け入れる側とのコー

ディネート

市民活動に関する相談機能

市民活動の担い手づくり

その他

特になし
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（４）鶴二小学校区 10 自治会アンケート結果 

①調査概要 

１）調査対象 鶴ヶ丘・上広谷の 10 自治会 ２）回答数 10 自治会 

３）調査時期 令和６年４月～６月 ４）調査方式 調査票の直接配布・直接回収 

５）調査内容 【自治会運営について】 

１．自治会で力を入れている事業          ２．自治会運営上の課題 
３．自治会の定期総会について            ４．自治会の役員会について 

【市民センターについて】 

５．自治会として南市民センターを利用している目的 
６．新南市民センターに期待するもの 

７．新南市民センターに期待する役割・機能 

８．新南市民センターに望む設備、貸出備品 

９．その他新南市民センターに望むこと 
 

②調査結果 
【自治会運営について】 

１．自治会で力を入れている事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１位 ２位 ３位 評点
①親睦・交流イベント 3 1 10
②福祉関連 1 1 3
③防災関連 2 1 3 11
④環境美化 2 2 1 11
⑤健康・レクリエーション 2 4
⑥ゴミ集積所の管理運営 3 3 3 18
⑦その他 1 1 3
 その他の意見（大谷川の清掃による洪水防止、夏祭り）

※評点は、１位×３点、２位×２点、３位×１点で点数換算
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２．自治会運営上の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自治会の定期総会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１位 ２位 ３位 評点
①未加入世帯の増加 4 1 13
②役員の選出 2 5 1 17
③役員の負担過多 1 3
④行事・活動等への参加者の減少 1 3 2 11
⑤会員高齢化による活動への支障 2 1 5 13
⑥活動のマンネリ化 1 1
⑦行政からの依頼過多 1 2
⑧予算の不足 0
⑨その他 0
※評点は、１位×３点、２位×２点、３位×１点で点数換算

総会 開催時間 参加人数 割合
鶴ヶ丘第一自治会 4月7日 日曜日 午後 32名 1割
鶴ヶ丘第二自治会 3月31日 日曜日 午前 70名 3.5割
鶴ヶ丘第四自治会 4月7日 日曜日 午前 27名 1割
鶴ヶ丘第五自治会 4月14日 日曜日 午前 50名 3割
鶴ヶ丘第六自治会 3月24日 日曜日 午前 37名 2割
久保団地自治会 3月17日 日曜日 午前 48名 8割
藤の台自治会 4月21日 日曜日 午前 29名 3割
上広谷第一西自治会 4月14日 日曜日 午前 72名 7割
上広谷第二自治会 3月24日 日曜日 午前 221名 7割
上広谷第三自治会 3月24日 日曜日 午後 50名 3割南市民センター

総会開催日

文化会館
久保会館

藤の台団地集会所
上広谷第一自治会館
南市民センター

開催場所
おおさわ
文化会館
文化会館
文化会館
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４．自治会の役員会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民センターについて】 

５．自治会として南市民センターを利用している目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役員会 開催数(年） 開催曜日 開催時間
鶴ヶ丘第一自治会 4回 土・日 午前
鶴ヶ丘第二自治会 6回 日曜 夜
鶴ヶ丘第四自治会 24回 土・日 午後・夜
鶴ヶ丘第五自治会 13～14回 日曜 夜
鶴ヶ丘第六自治会 12回 土曜 夜
久保団地自治会 12回 日曜 午前
藤の台自治会 ２回 日曜 午前
上広谷第一西自治会 19回 日曜 午後
上広谷第二自治会 12回 土曜 午後
上広谷第三自治会 12回 日曜 夜

開催場所
鶴二支え合い・南市民センター

文化会館

上広谷第一自治会館
南市民センター
南市民センター

文化会館・南市民センター
自治会集会所
自治会集会所
久保会館

藤の台団地集会所

回答数

１ 会議スペース・打ち合わせの利用 6
２ 印刷機や紙折り機の使用 6
３ 備品の借用 1
４ 自治会活動に関する相談や情報の入手 1
５ 利用していない 2
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６．新南市民センターに期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．新南市民センターに期待する役割・機能 

●諸室・スペースに関する 

・喫茶等くつろげる場所 

・子どもも遊べる部屋の充実 

・成人式の会場、図書館分室 

●施設の利用形態（予約等）に関する 

・自治会活動を優先する部屋の提供（2） 

・年配者でも簡単にできる部屋の予約システム 

●行政サービス（相談等）に関する 

・住民票、戸籍書類、パスポート申請等市役所分所としての機能拡張 

・福祉相談・法律相談（遺言書作成等）等、ケアワーカー・弁護士等の定期的窓口設置含む対応 

・行政サービスの拡充（①デジタル化に伴うオンラインサービス、②図書室、学習室、③窓口

相談と相談室、④育児・児童館） 

●自治会活動支援等に関する 

・市役所に出向かなくても済む自治会関連対応の拡充（一斉清掃のごみ袋（生活環境課）、赤

十字集金業務(福祉課）など） 

・自治会活動（①総会やイベント、②会議、③企画や資料作成、④他自治会・団体との交流） 

1位 2位 3位 評点
１ 会議・打合せスペースの充実 6 1 19
２ 資料作成機能（印刷機や紙折機等）の充実 1 5 13
３ 備品貸出の充実 1 3 5
４ 自治会活動に関する相談や情報の入手 1 3 5
５ 特になし 3 9
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・自治会独自のイベントの協力（場所・備品の提供等） 

・自治会活動の根幹ともいえる防災活動の支援 

・自治会離れを食い止めるための施策・協力・支援の充実（高齢化での退会・新規転入者への

加入促進） 

●その他 

・地域の課題解決（①子どもの遊び場、②高齢者向け、各種団体活動、③健康器具設置、喫茶

室、④災害時の生活避難） 

 

８．新南市民センターに望む設備、貸出備品 

・10 自治会集会や吹奏楽クラブ等の大規模利用に足りる部屋（4） 

・出張所同様の AO、垂れ幕印刷可能な機器、高速プリンター（2） 

・周辺住民に配慮した広い防音室（2）   ・プロジェクター・スクリーン（2） 

・駐車スペースの確保（2）       ・年末の警戒パトロール開催詰め所スペースの確保 

・ソーラー給電                  ・災害時スマホ充電器 

・エレベーター                  ・バリアフリー化 

・空調設備                      ・無料 Wi-Fi 利用エリア 

・自治会専用倉庫の確保          ・イベント開催スペースの確保 

・音響設備                      ・和太鼓 

・机、椅子       ・現南市民センターの丸椅子（折り畳みより使い勝手良い） 

 

９．その他新南市民センターに望むこと 

・駐車場の利便性・安全性のため立体駐車場他有料制度 

・防犯カメラの設置 

・共稼ぎ世帯にも使ってもらえる工夫があれば素晴らしい 

・一度も訪問したことのない人々に利用してもらえる様に（例えば月に一度、気軽に使える場所

の提供等） 

・年１回でもよいので特別イベントの開催（有名人を呼ぶ等） 

・成人式を是非やってほしい 

・第二小学校区内 10 自治会の交流と連携、防災や避難経路等の整備 

・安全と健康促進、移動効率向上のため大谷川沿いの遊歩道整備 

・駅前商店街やガーデンパーク、児童公園との一体的活動による賑わいづくり 

・地元企業や商店街等の協力による地元産・童・公による、シニア世代とこどもたちのふるさと

感創出 

・運用にあたって当該地域住民や自治会を優先した予約と料金ルールの設定 

・地元住民、すなわち自治会活動が第一優先で円滑に運営できるように設備や各機能に重点を置

いて、新センターの運営が出来るようにして頂きたい 

・市のお祭りといっても過言ではないサマーカーニバル in鶴ヶ島の開催に向け、各自治会から

構成される実行員会運営への支援・協力体制の充実を要望します 
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４．地域住民ワークショップの結果 
（１）ワークショップ実施の概要 
 

回 数 実施日［参加人数］ 主な内容 

第１回 令和 6年 6月 16 日 

【27 人】 

・整備の基本条件、施設の基本機能や施設イメージについての

意見交換 

第２回 令和 6年 8月 25 日 

【24 人】 

・施設の基本レイアウト案（建物配置、諸室構成等）について

比較検討 

第３回 令和 6年 10 月 27 日 

【24 人】 

・基本計画 骨子案（整備方針、建物配置、諸室構成、外構、管

理方針等）について確認 

 

■第１回プログラム     ■第２回プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第３回プログラム 
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（２）各回ワークショップの結果 【第１回】 
【第 1 回】各班のまとめ 
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【第 1 回】結果報告ニュース 
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（２）各回ワークショップの結果 【第２回】 
【第２回】各班のまとめ「敷地の使い方」 
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【第２回】各班のまとめ「諸室のあり方」 
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【第２回】結果報告ニュース 
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（２）各回ワークショップの結果 【第３回】 
【第３回】各班のまとめ 
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【第３回】結果報告ニュース 
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